
ウスメバル種苗量産技術開発試験

菊谷尚久・工藤敏博・川村 要

目 的

日本海及び津軽海峡を中心に漁獲されるウスメバルは、「海峡メバル」として全国的に有名であり、高

級魚として取り扱われているが、過去には1.000tを超えていた青森県の漁獲量が最近では3∞t前後と低

迷している。そこで、資源回復の一方策として栽培漁業化の可能性を探るために、親魚養成並びに種苗生

産の技術開発を検討する。

材料と方法

1 . 親魚養成の検討

(1) 親魚養成

親魚養成に用いたウスメバルは、石川県のとじま臨海公園水族館由来で4+~13+魚以上のもの36

尾(以下、能登島由来魚とする)、浅虫水族館由来で7+魚10尾(以下、浅虫由来魚とする)及び当所

前沖にて平成12年に採捕し養成した 4+魚113尾(以下、平成12年当所採集魚とする)及び平成14年に

採捕し養成した 2+魚59尾(以下、平成14年当所採集魚とする)の合計218尾であり、すべて個体識別

用標識ピットタグを背部筋肉中に挿入して30m3コンクリート円形水槽(水深3m)にて養成した。

水温管理は基本的には漉過海水を掛け流したが、 6~11月の期間は循環冷却装置を用いて養成水温

を15t前後に冷却した。また、冬場の低水温対策のために12月からはアクアトロン温海水により水温

が12tを下回らないよう加温して飼育した。

餌料はイカナゴとスルメイカの切り身及び冷凍オキアミとし、 1 日 1~2 回給餌した。

(2) 産仔

産仔用水槽として 1m3パンライト水槽5面を用い、平成16年3月12日に熟度鑑別した成熟雌親魚

22尾を収容し、遮光幕で、水槽を覆って産仔を待った。

産仔用水槽は親魚の水槽の水温と同じ12tの調温海水で管理し、天然水温がそれを上回った段階で

漉過海水の掛け流しとした。また、産仔用水槽に収容してからは無給餌とした。

2.種苗生産基礎技術開発

平成16年4月17、22日及び5月1日に産仔した仔魚、それぞ、れ4万尾、 7.1万尾、 16万尾を10m3FRP

製円形水槽2面、 30m3FRP製円形水槽 l面に収容して種苗生産を開始した。

飼育水温は天然水温とし、 il量過海水の掛け流しとした。

餌料系列は表lに示すとおり、ワムシ、アルテミア、冷凍コベポーダ(中国産)及び配合飼料を用いた。

生物餌料の栄養強化方法は表2及び3のとおりであり、ワムシはスーパ一生クロレラV12、アルテミ

アはマリングロスで栄養強化して与えた。

飼育水槽には濃縮淡水クロレラを飼育水に50~100万細胞/mR になるように60日間添加した。

飼育開始2日目以降は毎日底掃除を行い、その際にへい死数を確認した。
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表 1 ウスメバル量産飼育における飼料系列について

表2

飼育期間
餌料種競

o 10 20 30 40 50ω70 80 
ワムシ ←一一一→
(日令) (1-30) 

アル子ミl'
(日令) (4-45) 

冷凍コヘ，'jrーゲ ←一一→
{日令) (15-45) 

配合飼料

(日令) (29-) 

生物飼料の栄養強化方法について(ワムシ)

区 分 朝給餌 タ給餌

水温("C) 20 20 

密度{個体/m!) 2∞ 2∞ 
強化時刻 9:00 16:∞ 9:00 

;1.-1¥・ー生仰レラ，V12(ml/m3) 5∞ 5∞ 750 

強化時間 (h) 24 7 

給餌時刻 翌日9:00 16:00 

表3 生物飼料の栄養強化方法について(アルテミア)

区 分 朝給餌 タ給餌

水温("C) 20 20 

密度{個体/m!) 60 60 

強化時刻 16:00 16:00 

マリングロス(聞l/m3) 10∞ 10∞ 
強化時間 (h) 17 24 

給餌時刻 9:00 16:00 

3. 中間育成技術の検討

平成15年度から小泊漁港及び下前漁港の網生費において中間育成していたウスメバル幼魚は、スパゲ

ティタグを装着して標識放流を実施した。

また、今年度に種苗生産した稚魚は、小泊漁港では平成16年7月から、下前漁港では平成16年10月か

ら網生費による中間育成を試みた。なお、網生賓のサイズは小泊漁港4x4x3m、下前漁港4x4x

2mであった。餌料は配合飼料とし、基本的に朝夕 2回与えた。しかし、冬期間は摂餌量が低下するの

で給餌量を調整しながら与えた。

さらに、平成16年6月1-3日にかけて茂浦地先で採集した天然ウスメバル仔魚を当所内で飼育し、

秋放流試験として、日本海側3ケ所(鯵ヶ沢、風合瀬、炉作)、津軽海峡2ヶ所(尻屋、泊)において

中間育成及び標識放流を実施した。

また、夏越試験として、平成15年春季に採集し当所内で飼育していた天然幼魚50尾(平均全長

12.84cm)を青森市水産指導センターに移送し、同センター内水槽にて飼育試験を実施した。

結 果

1.親魚養成の検討

(1) 養成水温

平成16年4月から平成17年3月までの養成水温を図 1に示した。

基本的に漉過海水による親魚養成としたが、ウスメバルの生息水温1)及び適水温2)の報告から、適

水温の上限を16tとみなし、養成水温がこれを上回ることがないように、 6月から冷却装置による飼

育水の冷却を行った。今年度の夏季の取水水温は、昨年を大きく上回って推移したものの(最高値

26.8t)、飼育水の冷却により 11月まで15t台の安定した養成水温を維持した。

12月からは再び漉過海水温のみで養成したが、漉過海水がlOtを下回り始めた12月中旬からは温海

水を混合し、熟度鑑別する 3月まで12t台を維持した。
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図 1 親魚の養成水温と取水水温の推移 (2004.4. 1 .......2005. 3. 31) 

(2) 生残

平成16年度の親魚養成期間中の熟度鑑別前までのへい死尾数は、平成16年5月16日の l尾(平成14

年当所採集魚)及び平成17年3月17日の 1尾(浅虫由来魚)の合計2尾であった。

(3) 成長

平成16年3月12日及ぴ平成17年3月24日の魚体測定の結果を表4-7に、親魚の全長と体重との関

係を図2にそれぞれ示した。

平成16年3月から平成17年3月までの養成期間中の成長は、平均全長で能登島由来魚が+O.34cm、

浅虫由来魚が-0.13cm、平成12年当所採集魚が+O.60cm、平成14年当所採集魚が+3.64cmであり、

平成14年当所採集魚の成長に比較して、他の群の成長が低い傾向を示した。、なお、浅虫由来魚につい

ては、最もサイズの大きい個体が養成期間中にへい死(へい死時サイズ:全長33.8cm、体重843.3

g) したことによりマイナス成長となっており、へい死した個体を除いた成長では +O.22cmであっ

た。
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表4 熟度鑑別時におけるウスメバル親魚の魚体測定結果について(能登島由来魚)

表5

表6

表7

2004/3/12 (n=36尾) 2∞5/3/24 (n=36尾)
項 目

全長(側) 体重(g) 肥満度 会長(cm) 体重(ρ E瀦度

最大 32.3 780 25.1 32.7 880 32.7 

./1、 26.3 310 16.1 27.0 364 27.0 

平均 29.23 491. 2 19.52 29.57 547.9 29.57 

S. D 1. 580 101. 02 2.490 1. 420 128.09 3.120 

熟度鑑別時におけるウスメバル親魚の魚体測定結果について(浅虫由来魚)

2∞4/3/12 (n=10尾} 2∞5/3/24(n=9思}
項 目

肥満度 全長(cm) 体重(g) 肥満度全長(耐 体重匂)

最大 32.9 780 26.7 32.3 802 32.3 

最小 28.5 412 16.4 28.2 417 28.2 

平均 30.04 564.5 20.53 29.91 545.1 29.91 

S.D 1. 450 121. 65 3.550 1. 254 123.76 3.810 

熟度鑑別時におけるウスメバル親魚の魚体測定結果について(平成12年当所採集魚)

2制 /3/12(n=113尾) 2∞5/3/24 (n=113尾}
項 目

全長(cm) 体重(g) 肥満度 全長(側) 体重(g) 肥満度

最大 25. 7 335 21.7 26.7 474 26.7 

最小 20.9 169 16.7 21.4 186 21.4 

平均 23.30 246.0 19.40 23.90 290.2 23.90 

S.D 1.1ω 43.ω 1.3∞ 1. 179 60.33 1. 849 

熟度鑑別時におけるウスメバル親魚の魚体測定結果について(平成14年当所採集魚)

項 目

最大

最小

平均

S.D 

2∞4/3/12 (n=59尾)

全長(釧) 体重匂)

19.7 143 

14.1 42 

18.10 113.8 

0.9∞ 18.70 

体重(g)

1000 

sω 

E∞ 

4∞ 

2ω 

。。

2∞5/3/24 (n=58尾)

肥満度 全長{釧} 体重(g)

22.5 23.8 312 

15.0 19.0 140 

19.∞ 21. 74 222.6 

1.3∞ 0.867 32.01 

-健豊島由来魚

ロ浅虫由来魚

ロ平成12年当所録集魚

X平成14年当所撰集魚

X 

10 15 20 

E満度

23.8 

19.0 

21. 74 

1.198 

-.~ 
• 量

• 

... 

25 30 35 

会長(cm)

図2 平成16年 3月24日でのウスメバル親魚の全長と体重との関係
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(4) 成熟及び産仔

表8に平成14年以降の親魚の成熟、産仔の状況を示した。また、表9に平成16年度の選別結果(平

成17年3月24日実施)を示した。

平成15年度に選別、収容した22尾の産仔状況は、 7尾の親魚、から仔魚の産仔がみられ(内 1尾は一

部産仔)、残りの15尾は排卵のみに終わり交尾率は31.8%であった。

平成16年度の選別結果では能登島由来魚14尾、浅虫由来魚3尾、平成12年当所採集魚20尾、平成14

年当所採集魚 l尾の合計38尾が成熟個体と認められ、平成17年度用の成熟個体として産仔水槽に収容

した。

表8 平成14年以降のウスメバル親魚の成熟状況について

年度 選}jIJ年月日 収容尾数 交尾尾数 交尾率(部) 産仔期間 備 考

13 14.4.5 11 2 18.2 5/27-6/3 へい死1尾

14 15.3.12 10 3 30.0 4/9-4/25 へい死1尾、一部産仔1尾

15 16.3.12 22 7 31. 8 4/12-5/8 一部産仔1尾

16 17.3.24 38 

表 9 平成16年度の親魚の選別結果(平成17年 3月24日)

百 莱 歪裏(cm) 苗 莱 歪裏(cm)
能登島由来魚 32.7 1 平成12年当所採集魚 23.7 

2 能登島由来魚 31.4 2 平成12年当所採集魚 25.7 
3 能登島由来魚 30.2 3 平成12年当所採集魚 23.1 
4 能量島由来魚 29.1 4 平成12年当所採集魚 24.7 
5 能釜島由来魚 31.2 5 平成12年当所採集魚 25.5 
6 能量豊島由来魚 29 6 平成12年当所採集魚 24 
7 能登島由来魚 27.7 7 平成12年当所採集魚 25.3 
8 能登島由来魚 29.9 8 平成12年当所採集魚 24.6 
9 能登島由来魚 30 9 平成12年当所採集魚 23.2 
10 能登島由来魚 29.2 10 平成12年当所採集魚 25.7 
11 能登島由来魚 28.2 11 平成12年当所採集魚 24.5 
12 能登島由来魚 29.6 12 平成12年当所採集魚 26.5 
13 能豊島由来魚 30 13 平成12年当所採集魚 24.2 
14 盤釜島由韮盆 28.5 14 平成12年当所採集魚 22.3 

最大 32.7 15 平成12年当所採集魚 23.7 
最小 27.7 16 平成12年当所採集魚 26.5 
平均 29.64 17 平成12年当所採集魚 26.1 
S.D 1.306 18 平成12年当所採集魚 25.5 

浅虫由来魚 32.3 19 平成12年当所採集魚 25.7 
2 浅虫由来魚 29.6 20 平成12年当所採集魚 23.6 
3 浅虫由来皐 29 

最大 32.3 最大 26.5 
最小 29.0 最小 22.3 
平均 30.30 平均 24.71 
S.D 1.758 S.D 1.206 

1 平成14年当所採集魚 22.3 
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2.種苗生産基礎技術開発

平成14年度以降の種苗生産結果を表10に示した。また、平成16年度における種苗生産期間中の毎日の

へい死尾数の推移を図3に示した。

今年度は、 4月17日に能登島由来魚 1尾から得られた40.0∞尾(1回次)、 4月22日に浅虫由来魚 l

尾から得られた71.000尾 (2回次)、 5月1日に能登島由来魚2尾から得られた160.0∞尾 (3回次)の

産仔仔魚を用いて飼育を行った。

1回次では、 74日間の飼育で、平均全長は45.70mmに成長し、その生残率は1.71%、3回次では61日間

の飼育で平均全長は30.10mmに成長し、その生残率は8.34%であった。いっぽう、 2回次では飼育中の

減耗が大きく、 53日目で飼育を中止した。 1 、 3 回次とも前年の生残率36.67~51.08% を大きく下回る

結果となった。

へい死尾数の推移を見ると(図 3)、各国次ともに飼育開始 6~7 日目からへい死が始まり、特に25

~35日前後に激しい減耗が生じていた。衰弱魚の魚病検査の結果では体表や盟、に大量のコスチアの寄生

が確認された。

表10 平成14-16年度のウスメバル量産飼育結果

年 度 産仔年月日

14 H 14. 5.27 

H 15. 4. 9 
15 

HI5.4.25 

H 16. 4. 17 

16 H 16. 4. 22 

H 16. 5. 1 

へい亮層強{眉}

2.500 

2.000 

1，5ω 

1.0∞ 

民間

。

生産期間 軍扇妻彊寝室璽霊 軍事蒔重重
(聞) (墨) IIIR (平均)

H14. 5.27 - 6.16 5xl面 30.000 4.9-5.8 
(20日} 5.44 

H15. 4. 9 - 7. 7 5xl薗 9.3∞ 5.4-6.0 
~日i 5.69 

H15. 4.25 - 7.17 10xl面 30.0∞ 5.7-6.0 
~日] 5.83 

H16. 4.17 - 7. 1 10x 1面 40.αm 5.4-6.0 
(74日} 5.69 

H16. 4. 22 -6.14 10xliii 71.0∞ 5.4-6.0 
(53目} 5.69 

H16. 5.1 - 7.1 30x 1面 160.0∞ 5.7-6.0 
{包旦i 5.83 

，1、5い.000死局r担-ーtーEー} 
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→ト4.17産仔
10/似瑚
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5.0佃

Z民旭

唖
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，、い莞属蝕t鬼}
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ー合-5.1.'仔
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薮彊げ尾璽 軍軍l亨重重重 互寝耳E
(星) 剛(平潟) (%) 

127 6.10-7.35 0.42 
6.63 

4. 750 35.2-48.6 51.08 
44.07 

11.似)()
38.0-50.4 36.67 
45. 70 
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13.338 24.0-37.0 8.34 
30.10 

ーー-4.22産仔

宜邑 30 40 50 60 70ω  

ふ化後回数

図3 種苗生産期間中のへい死尾数の推移
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中間育成技術の検討

平成15年度産仔群の中間育成試験結果を表11に、飼育中の成長の推移を図4に示した。また、飼育期

3. 

問中の飼育水温の推移を図5に示した。

平成15年7月17日、平均全長45.7mmで中間育成を開始した小泊飼育群は、延べ飼育日数330日で平均

全長123.6mmに成長し、その生残率は75.5%であった。また、平成15年10月23日、平均全長93.3mmで、

中間育成を開始した下前飼育群は、延べ飼育日数215日で平均全長125.7mmに成長し、その生残率は

83.9%であった。両群ともに冬期間の成長が停滞する傾向を示し、肥満度の低下も見られた。また、飼

育期間中の水温は、小泊では 4-23't、下前では 5-19'tの範囲にあった。

ウスメバル中間育成試験結果(平成15年度産仔群)表11

終 了 時開始蒔

生残率平均体鐘平均全長尾数飼育日数平均体重平均全長尾敏実施後関名
月日月日

(96) S&L ~ (星}組

1.44 

(mm) 盛i
5.100 

75.5 35.2 123.6 8，198 330 2∞4/6/11 

45.7 2003n/17 
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中間育成中のウスメバルの成長の推移(平成15年度産仔群)図4
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平成16年度産仔群の中間育成試験結果を表12に、飼育中の成長の推移を図6に示した。

平成16年7月28日、平均全長45.6mmで、中間育成を開始した小泊飼育群は、平成16年12月14日の測定

で、は平均全長92.3mmに成長し、現在中間育成中である。一方、平成16年10月14日、平均全長61.2mmで

中間育成を開始した下前飼育群は、 11月27日に日本海沿岸を通過した低気圧の波浪が原因で、施設の破

損が生じ飼育を中止した。

秋放流試験として実施した鯵ヶ沢、尻屋、泊においては、延べ飼育日数31~52日で平均全長77.3~

85.9mmに成長していた。しかし、風合瀬、炉作における中間育成試験は、上述の低気圧の影響で、下

前同様に施設の破損が見られ飼育を中止した。飼育期間中の生残率は鯵ヶ沢では82.9%であった。尻屋、

泊については生残尾数を確定することは出来なかったが、飼育期間中のへい死が少数であったことから、

鯵ヶ沢と同程度の生残率であったものと考えられた。

表12 ウスメバル中間育成試験結果(平成16年度産仔群)

開始時 終了時

実施機関名
月日

尾敏 平均全長 平均体重
月日

飼育回数 足数 平均全長 平鈎体重 生残率

(尾} (mm) lu {属} (mm) lu (%) 

2004/7/28 叩∞ 45.6 1.2 

小泊漁悔 中間育成中

2∞4/10/14 5.0∞ 65.9 4.3 

下前漁協 2∞4/10/14 5.683 61.2 3.9 z∞4/11/27 44 ※1 

鯵ヶ沢漁協 2∞4/10/19 5.000 65.9 4.3 2∞4/11/19 31 4.144 77.3 7.9 82.9 

風合瀬漁悔 2∞4/10/19 5，制加 65.9 4.3 2∞4/11/27 39 ※1 

炉作漁協 2∞4/10/28 5.0∞ 70.1 5.3 2∞4/11/27 30 ※1 

尻震漁協 2∞4/10/29 5.0∞ 70.1 5.3 2∞4/12/13 45 ※2 80.7 9.5 

泊漁協 2∞4/10/29 2.000 70.1 5.3 2004/12/20 52 ※2 85.9 11.5 

※1 11/27の低気圧被害により施霞破鍋し中止

※2 総尾数は不明

※1 : 1ν27の低気圧抜書により51量破損し中止

※2 : 総尾重量は'F畷
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平成16年度に実施したウスメバルの放流結果を表13に示した。

平成15年度産仔群では、小泊では平成16年6月11日に7，000尾を放流し、内2，∞o尾を黄色スパゲテイ

タグ(刻印:アオソ2004)を装着した標識放流、また、下前では平成16年5月25日に4，781尾を放流し、

内1.997尾を赤色スパゲテイタグ(刻印:アオソ2∞4)を装着した標識放流としてそれぞれ実施した。

平成16年度放流群については、秋放流試験として、鯵ヶ沢では平成16年11月19日に4.144尾を放流し

た(一部アンカータグ標識放流)。また、尻屋と泊では総放流尾数は不明であるが、それぞれ12月13日

及び12月20日に放流(一部アンカータグ標識放流)を実施した。

表13 平成16年度ウスメバル放流結果

実施織闘名
放流サイズ 総放策局数 肉楓鱒魚

場所 模様種競月 目
会長側四} 体重(g) {尾} (尾)

小泊埠協 2ω4/6/11 123.6 35.2 3，ω。 2，∞。 高層魚磁(D=1倒閣}上 貸色AA'fjdr(刻印:附2馴}

小泊泊協 2ω4/6/11 123.6 35.2 4，0∞ 育岩沖俳4伽p付近‘天然線上 鋸線路

下前泊箇 Z似)4/5/25 125.7 35.0 4，781 1，997 下前議協沖ド紬n付近、義製魚磁土赤色AA.t'Td" (刻印汁12∞4)

-ヶ沢漁協 2ω4/11/19 77.3 7.9 4，144 556 治港内 黄色1~H" (片切れ}

尻量撞協 zω4/12/13 80.7 9.5 2，173 ※ 2，173 治港内 赤色7鴻サr (片切れ}

治車協 2ω4/12/20 85.9 11. 5 5∞ 器提 5ω 海港内 白色7鴻サr (片切れ)

合計 11，598 1，997 
説話:総思数は不明

青森市水産指導センターにおける夏越試験での飼育水温の推移を図7に示した。

青森市水産指導センターにおける夏越試験では、 7月中旬より20tを超える水温になり、最高は8月

2日の26.5tであった。ただし、 8月4日から 8月10日については設定ミスにより調温海水となった。

水温が24tを超えた 7月28日から飼育魚が摂餌不良となり、水温が23t台に低下した8月中順以降に

再び摂餌するようになった。この間、 7月30日に 1尾(全長134mm)のへい死がみられた。
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l.親魚養成の検討

(1) 水温条件

冷却装置不良による水温上昇により、平成14年夏季に見られたような18~19t台水温で、のへい死は、

16t以上にならない飼育水温での親魚養成を行った平成15.16年度の結果で、はへい死が生じなかった

ことから、ウスメバル親魚養成では、夏場の高水温対策として16tを超えない飼育環境を維持するこ
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とがきわめて重要であると考えられた。

また、冬場の飼育水温として12'Cに加温した平成15.16年度と、 10'Cに加温した平成14年度とを比

較すると、 14年度と比較して産仔時期が15.16年度ではおおよそ 1ヶ月早まる結果となったことから

(表8)、冬場の水温調整により産仔時期を人為的にコントロールすることが可能であると考えられ

た。しかし、水族館のような同一条件による飼育では成熟リズムに変調をきたすことから、冬場の水

温条件と成熟・産仔との関係については、今後の親魚養成において明らかにすべき検討課題の一つで

あろう。

(2) 成長と成熟

平成14年以降の雌親魚の成熟状況を表14に示した。

選別時において、成熟個体として確認された雌親魚は平成16年以降大幅に増加したが(表8)、平

成16年では、主に水族館由来の親魚(能登島及び浅虫由来魚)の多くが成熟したことによるものであ

り、平成17年では、水族館由来の親魚の成熟に加え、平成12年当所採集魚(満5才)の多くが成熟し

たことによるものである。

このことから、これまでの親魚養成方法により、高令魚の成熟や若令魚の成長・成熟が可能である

と考えられ、成長~成熟までの親魚養成技術の基本的な部分はほぼ確立されたものと考えられる。ま

た、今回平成14年当所採集魚(満3才) 1尾の成熟を確認していることから、平成18年以降、より多

くの平成12及び14年当所採集魚が成熟していくものと考えられる。

ただ、今年の結果を見ると、前年に成熟した雌個体が今年成熟しなかった場合が、能登島由来魚で

4例、浅虫由来魚で 1例、平成12年当所採集魚で2例あった。この原因として、ウスメバルはそもそ

も毎年成熟するとは限らない魚種なのか、あるいは親魚養成条件によるものなのかは不明であり、今

後検討すべき課題である。

(3) 産 仔

過去3ヵ年の産仔の状況を見ると(表8，14)、成熟する個体は年々増えているものの、交尾率は

18.2~31.8%台と低率で推移している。

メバル類の交尾率の低さは過去の飼育事例においても指摘されており 3) 4) 5) 6)、交尾の阻害要因と

して、外的ストレス、雄親魚の機能低下、過密飼育の影響が考えられるとしている 6)O

当所でこれまでに成熟したのは、主に水族館由来の親魚(能登島及び浅虫由来魚)であり、高令個

体が中心となっていたため、雄親魚の機能低下に原因がある可能性が高いものと考えられる。しかし、

平成17年の選別では平成12年当所採集魚(満5才)の多くが成熟していることから、交尾率が高まる

ことが期待される。

2. 種苗生産基礎技術開発

これまでの種苗生産における生残率はO.O~51.08% と非常に不安定な状況にある(表10) 。

今年度の結果では、平成14年度に生じたような飼育開始10~15日目における大幅な減耗はなかったこ

とから、生物餌料の栄養強化及び餌料系列については昨年度7)及び今年度の飼育例が基準になるものと

考えられる。

ただし、今年度の減耗の要因となった寄生虫による大幅な減耗(飼育開始25~35日目)については3

回次すべてで生じたことから、産仔仔魚の質の問題とは考えにくく、初期飼育における環境条件に起因

する可能性が考えられ、初期飼育方法の再検討が急務の課題である。

また、これまでの例では、各成熟個体が産仔する期聞が約3週間と長く(表8)、一度に多くの産仔

仔魚を得ることが難しいため、水槽の規模に見合った収容尾数(目安として 1万尾/トン)を確保する

ことが困難で、あり、種苗を量産する上での課題の一つであろう。

-268-



3. 中間育成技術の検討

ここ 2 ヵ年の中間育成における生残率は75.5~83.9% とかなり高く、目立った魚病の発生やクロソイ

に見られるような共食い行動による減耗もないことから、成長に伴う選別等の労力をかけなくても、現

在実施している方法で問題なく中間育成できるものと考えられる。

0+魚の中間育成では、陸奥湾内における飼育結果8)や平成16年夏季の小泊での中間育成結果からは、

23~24t台の夏場の高水温によるへい死は見られていないものの、青森市水産指導センターにおける 1

+魚による夏越試験では24t以上で摂餌不良やへい死がみられ、また親魚養成では18~19t台でへい死

が見られたことから 9)、ウスメバルは28'C前後が高温致死の限界であると報告されているものの10)11)ω 、

高水温に対する耐性は成長に伴い次第に低くなる可能性が示唆される。よって、今後の課題として年齢

別の高温限界水温を明らかにし、中間育成における飼育可能な夏場の限界水温を把握する必要がある。

また、摂餌が不活発になる冬場の飼育方法の検討も課題のひとつとなろう。

放流効果については、これまでのところ標識魚3件の再捕があるのみである。小泊周辺でのウスメバ

ルの漁獲は、 3歳魚以上で主体は4歳魚であることから 2)、放流した種苗は今後順次漁獲サイズに達し

再捕報告も多くなるものと考えられる。今後は、秋放流と翌春放流における放流効果と飼育コストにつ

いて比較検討し、最適な放流方法(サイズ、時期、費用対効果等)の検討も必要である。
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平成14年以降の親魚の成熟状況表14

能豊島由来魚
能釜島由来魚
由露呈島由来魚
.1豊島由来魚
能量豊島由来魚
.虫由来魚
浅虫由来魚
浅虫由来魚
浅虫由来象
君臨虫由来.. 
g島虫由来魚
ij虫歯来危
浅虫歯来魚

平成12年当所録集魚
平成12年当所録集魚
平成12毒事道府採集魚
平成12年当所録集魚
平成12年省所録集魚
平成12毒事当所鐸集魚
平成12'手当所録集魚
平成12年当所採集魚
平成12'手当所録集魚
平成12量手当所録集"
平成12年当務録集魚
平成12'手当所採集魚
平成12年省所採集魚
平成12年当所様集魚
平成12年当勝採集魚
平成12通手当所録集魚
平成12年議所録集魚
..12年当所採集魚
平成12年道筋探集魚
平成12年泊所録集魚
平成12追手当所録集魚
平成12年当所採集急
平成1~手当所録集魚

38 22 
7 

10 
3 

11 
2 
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